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1 はじめに
1.1 研究背景
1996年の外国為替取引の完全自由化によりFX取引が誕生してか
ら、年々金融市場の規模は拡大している。現在では多くのトレーダー
が、コンピュータを駆使することで自動的にルールに従い取引をす
るシステムトレードを導入して機械的に取引を行う投資家が増加し
ている。また昨今のAIブームから人工知能を導入することで価格の
予測、戦略を獲得するという研究もおこなわれている.

本研究では，リアルタイムで取得したTickデータを使用して、複
数のインジケータによってテクニカル分析を行うことで過去の価格
や出来高などの要素から未来の価格を予測する.それらの予測された
値を比較し自動的に取引に用いる手法を選択する。また事前に使用
するTickデータに対してノイズ除去を行うことでより正確に金融市
場を分析する.

1.2 研究目的と流れ
本研究の目的は予測が困難な金融市場の動きをTickデータと複数
のインジケータを用いることで金融市場の動きを予測することによ
り、最適な取引を行うことを目的としている.
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2 高頻度データ収集
2.1取引プラットフォーム
今回の実験において用いる取引プラットフォームは Meta

Trader5(MT5)である。MT5は、外国為替及び為替市場におけるテ
クニカル分析及び取引業務を行うトレーダー向けの無料アプリケー
ションである。MT5は現在世界で最も利用されているトレードツー
ルであり、様々な機能があります。同時に１００までの相場チャー
トを開くことができるとともに、２１種類の時間軸によってそれら
の一つ一つを詳細に分析することが可能です。80種類以上のテクニ
カルインジケータや分析ツールも存在します.

またMT５はデモ口座を開くことができ、上記の機能を使うこと
で非常にリアルな取引を行うことが出来ます。Pythonを使用するこ

とでMT5からTickデータを取得したり取引のオーダーを送ること
で実際にMT５で取引を行うことができる.

2.2インジケータを用いたテクニカル分析
インジケータは過去の価格や出来高などの要素から未来の価格を予
測する分析手法である.当日中に注文と決済を完了させるデイトレー
ドであったり、一日で何十回もの取っ匹を繰り返して一回で数pipss
数十 pipsの値幅の利益を狙うスキャルピングといった手法に用いら
れることが多い.

テクニカル分析の分析対象は，市場内要因や銘柄別要因であるこ
とから過去のデータを用いて分析することが多い．過去のデータか
らテクニカル指標を算出することによって傾向を把握し，これから
の値動きについて予測を行う．

—————– 3 インジケータの選択—————–

3.1長期・短期の組み合わせ
今回の自動売買においては長期と短期の時間足を組み合わせた取
引を行う。二台の PCを使用することでそれぞれ指定した時間足の
OHLCVデータに対してテクニカルインジケーターを使用すること
で短期と長期で市場を分析した違いを把握することができる。これ
までの単一の時間足に対してのインジケータでの分析では短い時間
足の時に騙しに入ってしまうことなどがあった.短期と長期を組み合
わせることにより短期では売り買いのタイミングであっても、長期
的に市場を見た場合、実際には最適な売り買いのタイミングでない
ことがある.しかし長期の時間足で売り買いをしている最中でしか、
短期の時間足で売り買いを出来ないように設定することで長期的に
見た場合と短期的に見た場合の両方の最適なタイミングで売り買い
をすることができるようにする.

3.2ロジスティック回帰

本研究はバックテストとロジスティック回帰分析を用いることで市
場に追従し、実際の取引において利益を出すことを目的とする.

3.3 数値実験
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